
       改善箇所説明図 ① 

識別：改善済車両にはエンジンルーム内の車台番号打刻位置右下部に黄色ペイントを塗布する。 

改善の内容 
 全車両、マスターシリンダからの制動液漏れを点検し、漏れがあるものはマスターシリンダを

対策品と交換する。 

ブレーキマスターシリンダ後端のゴム製シールの端部

形状が不適切なため、製造過程での制動液充填後のブ

レーキ操作によりシールの一部がめくれるものがあ

る。そのため、当該シール部より制動液が漏れ、その

まま使用を続けるとブレーキ警告灯が点灯し、最悪の

場合、空気が入り込み制動力が低下するおそれがある。

基準不適合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 
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